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ひ
こ
ね

特集

風水害に備える

平成 25 年台風 18 号の影響で増水した市内の河川の様子
写真上から①芹川：旭橋下流 ②犬上川：宇尾大橋下流 ③宇曽川：金沢大橋上流

（滋賀県提供）
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警
報

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
に
発
表

市
が
発
表
す
る
避
難
情
報
に
注
意
し
、
必

要
な
ら
ば
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
勧
告

通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
は
、
避

難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報

大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
状

況
で
、
土
砂
災
害
発
生
の
可
能
性

が
極
め
て
高
い
と
き
に
発
表

特
別
警
報

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

非
常
に
大
き
い
と
き
に
発
表

数
十
年
に
一
度
の
大
災
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
周
囲
の
状
況
に
注
意
し
、
直
ち

に
命
を
守
る
最
善
の
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

避
難
指
示

避
難
中
の
人
は
、
避
難
を
完
了
し
ま
す
。

ま
だ
避
難
を
し
て
い
な
い
人
は
、
直
ち

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
時
の
避
難
情
報

避
難
準
備
情
報

特
に
避
難
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
人

は
、
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
以
外

の
人
は
、
避
難
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

①②

③ ④

風
水
害
に
備
え
る

特集

―
自
分
と
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
―

皆
さ
ん
は
、「
ま
さ
か
、
彦
根
市
が
災
害
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」

と
漠
然
と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、市
内
を
流
れ
る
河
川
の
状
況
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

風
水
害
は
私
た
ち
に
い
ち
ば
ん
身
近
で
、思
わ
ぬ
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
彦
根
市
も
決
し
て
災
害
と
無
縁
な
ま
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
は
、人
々
の
記
憶
か
ら
消
え
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
災
害
に
は
、ふ
だ
ん
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
防
災
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室　

☎
30-

６
１
５
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

１
７
７
７

　写真①は、平成２年の台風 19号で崩れた犬上川橋。この
台風では、家屋の浸水被害も発生しました。写真②は現在の
犬上川橋の様子。
　写真③は、平時の芹川。特別警報が発令された平成 25年

の台風 18号襲来時には、写真④のように増水し全市民の３
割強に避難指示が出され、実際に 1,700 人以上の人が小学
校などに避難をしました。（写真③、④は滋賀県提供）

注
意
報
・
警
報
・
特
別
警
報

注
意
報

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
発
表

最
新
の
情
報
を
収
集
し
、
災
害
に
備
え

た
点
検
や
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
危
険
な
状
況
（
既
に
浸
水
し
て
い
る
な

ど
）
の
中
で
の
避
難
場
所
へ
の
移
動
は
、
で
き
る

だ
け
避
け
て
、
安
全
の
確
保
を
最
優
先
し
ま
し
ょ

う
。避

難
場
所
へ
移
動
す
る
時
間
が
な
い
場
合
や
、

移
動
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
危
険
が
伴
う
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
は
、
自
宅
や
近
く
の
建
物
の
２

階
以
上
な
ど
、
比
較
的
安
全
と
思
わ
れ
る
場
所

へ
避
難
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

  今、何が起こっているのか？　災害時の情報確認
　市ではホームページやラジオなどを使って、正確な
情報を速やかに提供できるようにしています。

　災害情報や避難情報の収集はもちろん、日頃の防災
対策にも活用してください。

ラジオ（エフエムひこね　78.2MHz）
災害時には、市内の被害の状況や避
難施設情報などを発信しています。

テレビ
（NHKデータ放送「安心・安全ポータル」）

リモコンの dボタン（右の写真）を
押すと、災害情報や避難情報などを
確認できます。
※ボタンの位置はリモコンによって異なります。

滋賀県土木防災情報システム
（http://www.shiga-bousai.jp/index.php）

気象情報や河川情報などを確認できます。

彦根地方気象台ホームページ
（http://www.jma-net.go.jp/hikone/）

天気情報や台風情報などの各種気象
情報を確認できます。

彦根市ホームページ
（http://www.city.hikone.shiga.jp）

災害等で被害の発生が予想され、市役
所に警戒本部または災害対策本部が設
置されたときなどには、「彦根市緊急
災害情報」を表示し、避難情報などの
緊急情報をお知らせします。
（防災に関する情報も、掲載されています）

彦根市メール配信システム
事前に登録している人にメールで情報配
信をしています。（下のメールアドレスに本
文が空白のメールを送信することで登録の手続
きができます。詳しくは彦根市ホームページを
確認してください）

メールアドレス
　touroku@hikone-city.jp

ツイッター
（彦根市防災＠bousai_hikone）

災害時には、市内の被害状況や、避難
施設情報などをお知らせします。
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松
原
町
千
原
自
主
防
災
会

防
災
会
長
　
谷
口
　
紘ひ

ろ

明あ
き

さ
ん

「災害は我が身のこと」自主防災会を結成

家
族
会
議
で
の
確
認
事
項

防
災
対
策

特
集風水害に備える ―自分と大切な人を守るために―

　災害が発生したとき、必ず家族と一緒にいるとは限りません。ふだんから家族と災害が発生したときにすべき
ことや連絡方法などを、下の「家族会議での確認
事項・防災対策」を参考に話し合っておきましょ
う。また、独り暮らしの人は、いざというときに
助け合える人や、連絡が取れる人を確認しておき
ましょう。（防災対策の詳細は、全戸配布している「彦
根市民防災マニュアル」や「彦根市水害ハザードマップ」
で確認してください。彦根市ホームページでも確認できま
す。）

●災害時の役割分担
□　災害が発生したときに、各自がとる
行動（情報収集、戸締まり、避難誘導など）

□　高齢者や乳幼児がいる場合は、助け
にいく人

●避難場所、避難経路
□　最寄りの指定避難場所や自治会単位
で集まる一次的な避難場所

□　家族が離ればなれになった時の集合
場所（集合場所の第２、第３候補も決めて
おくとよいでしょう）

□　避難場所まで経路の下見

●備蓄品・非常持出品
□　停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジ
オ、予備の電池を準備する。

□　断水に備えて、飲料水を確保する。
□　浴槽に水を張るなどして、トイレな
どの生活用水を確保する。　

□　非常持出品（家族構成、年齢等に応じて
必要なもの）を準備する。

□　備蓄品や非常持出品の使用期限や賞
味期限を確認する。

□　救急薬品を確認する。（ふだんから服用
している薬のある人は、処方箋の写しなど
があると安心です）

●家の防災対策
□　鉢植えや物干しざおなどが風に飛ば
されないよう、屋内へ移動させるか、
しっかりと固定する。

□　側溝や排水路を掃除し、水の流れを
スムーズにする。

□　家の内外に危険な場所はないか
チェックし、必要な場合は改善（修理
や補強）する。

●家族との連絡方法
□　家族が離ればなれになった時の連絡
方法（災害用伝言ダイヤル、災害用伝言板、
貼り紙など）

□　家族の緊急連絡先（職場などの連絡先を
取りまとめて、携帯できると良いでしょう）

▶
彦
根
市
民
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
左
）
と
彦
根
市
水
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ

備蓄品・非常持出品の例▶
（食糧、水は成人 1人３日分を用意）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
同

時
多
発
的
に
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、
公

の
防
災
機
関
だ
け
で
は
、
十
分
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
に
力
を
発
揮
す
る
の
が
、
地
域
の
協
力

体
制
で
す
。
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
地
域
住
民
が
助
け
合
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
こ
の
よ
う
に
地

域
に
住
む
人
た
ち
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え

で
、
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の

こ
と
で
す
。

　

地
域
の
防
災
体
制
を
築
く
こ
と
が
、
自

分
や
家
族
の
身
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　自主防災組織は、「機会があれば結成したい」と数年前から
考えていました。そのような中で、東日本大震災や昨年の台風
18 号などが発生し、災害が他人事とは考えられないと思うよ
うになりました。そこで、自治会で自主防災組織結成の提案を
したところ、多くの人の賛同を得て、平成 26 年 6 月に松原町
千原自主防災会の結成に至りました。
　自主防災会の活動について住民の理解を得るために、自治会
の広報紙などを活用して情報を共有し、議論を重ねる中で、多
くの人が現状に不安を抱いていることが分かりました。この結
果を見て「やる意味がある」と感じ
ています。
　今後は、住民の防災意識や知識の
向上に力を入れていきたいと考え
ています。住民同士のふだんのつな
がりや支え合いの大切さを再認識
することで、人に優しいまちになる
ことを願っています。

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る　

自
主
防
災
組
織

開いていますか？　防災家族会議
自
主
防
災
組
織
（
防
災
会
）
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
？

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織

の
活
動
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
設
置

し
た
い
が
、
補
助
金
は
交

付
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」、

「
防
災
会
の
活
動
を
も
っ
と

活
性
化
す
る
た
め
に
、
防
災

講
習
会
を
開
催
し
た
い
！
」

な
ど
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
お

声
に
お
応
え
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

危
機
管
理

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
自
主
防
災
組
織
を
応
援
し
て
い
ま
す

▲設置されたかまどベンチ。
非常時は炊き出しなどに
使用できる。

平常時の活動
防
災
備
品
の
点
検

防
災
訓
練
の
実
施

危
険
箇
所
の
点
検

防
災
意
識
の
普
及
活

動
・
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

情
報
伝
達

初
期
消
火

給
水
・
給
食

救
出
救
護

非常時の活動
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口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶

が
原
因
と
思
わ
れ
る
収
集
車
の
火

災
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご

み
や
資
源
は
正
し
く
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
の

処
理
、
分
別
の
仕
方

ガ
ス
を
使
い
切
り
、
着
火
し
な

い
こ
と
を
確
認

　

埋
立
ご
み
の
収
集
日
に
、
埋
立

ご
み
と
別
の
袋
に
入
れ
て
、
集
積

所
へま

た
は
、
生
活
環
境
課
（
市
役

所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、
福

◀

祉
セ
ン
タ
ー
、

清
掃
セ
ン
タ
ー

に
あ
る「
ラ
イ
タ
ー
専
用
回
収
箱
」

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
お
願
い
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
分
別

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
処

理
し
て
、「
缶
・
金
属
類
」
に
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

①
ガ
ス
を
使
い
切
り
、
側
面
に

「
穴
」
を
開
け
る
。

※
穴
を
開
け
る
作
業
は
、
火
の
気

の
な
い
戸
外
の
安
全
な
場
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
「
缶
・
金
属
類
」
の
日
に
集
積

所
へ
。
ま
た
は
、

清
掃
セ
ン

タ
ー
に
直
接
搬
入
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

包
丁
・
ナ
イ
フ
な
ど
刃
物
類

や
ガ
ラ
ス
の
出
し
方

口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

ご
み
と
し
て
捨
て
る
包
丁
・
ナ

イ
フ
な
ど
の
刃
物
類
は
、
職
員
の

安
全
確
保
の
た
め
「
埋
立
ご
み
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
刃
物
類
や
割
れ
た
ガ
ラ

ス
は
、布
や
紙
で
包
ん
で
「
危
険
」

と
表
示
し
て
埋
立
ご
み
指
定
専
用

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

市
職
員
採
用
試
験

申
込
受
付
期
間
の
延
長

　　　　　　　　　　口市
人
事
課　

次
の
市
職
員
採
用
試
験
の
申
込

受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
身
体
障
害
者
対
象
一
般
事
務

▼
初
級
土
木
技
術

▼
初
級
消
防
職
員

い
ず
れ
も
、
９
月
８
日
㈪
午
後

５
時
15
分
ま
で（
郵
送
の
場
合
は
、９

月
８
日
㈪
の
消
印
有
効
）

※
受
験
資
格
や
試
験
日
（
９
月
21
日

㈰
）
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
８
月
１
・
15
日
号

12
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
事

課
☎
30-

６
１
０
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

決
ま
り
ま
し
た

彦
根
市
農
業
委
員

口市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

今
年
７
月
の
改
選
に
よ
っ
て
、

左
の
表
の
皆
さ
ん
が
、
第
22
期
彦

根
市
農
業
委
員
に
決
ま
り
、
会
長

に
は
田
口
源
太
郎
委
員
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
彦
根
市
農
業
委
員
の

皆
さ
ん
は
、
左
表
の
区
域
の
農
地

転
用
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の

分
別
に
ご
協
力
を

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

が
ス
タ
ー
ト
【
平
成
27
年
４
月

開
始
予
定
】

　　　　　　　　　　口市
子
育
て
支
援
課　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
笑

顔
で
成
長
し
、
す
べ
て
の
家
庭
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
、
育
て
る

喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
を
目
指

し
て
、
就
学
前
の
教
育
や
保
育
の

量
の
拡
充
、
質
の
向
上
を
進
め
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
新
制
度
で
は
、
保
育
所
や

市
立
幼
稚
園
を
利
用
す
る
場
合
、

手
続
き
の
時
期
や
流
れ
は
大
き
く

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
教
育
・
保

育
の
必
要
性
に
応
じ
た
市
の
認
定

（
下
表
）
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
認
定
の
申
請
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
募
集
案
内
と
併
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
保
育
所
の
募
集

案
内
は
広
報
ひ
こ
ね
10
月
１
日
号
、

市
立
幼
稚
園
は
同
11
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

私
立
幼
稚
園
の
申
込
方
法
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員

会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
皆
さ
ん
へ

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

□市 

税
務
課

　

住
宅
、
倉
庫
、
事
務
所
、
店
舗

な
ど
、
建
物
を
新
築
・
増
築
す
る

と
、
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域
内

で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）
が

新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
税
の
税
額
を
計

算
す
る
た
め
に
、

税
務
課
の
職

員
が
建
物
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。

建
物
の
外
観
と
と
も
に
、
各
部
屋

を
拝
見
し
ま
す
の
で
、
必
ず
建
築

主
か
、
家
族
の
ど
な
た
か
の
立
ち

会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
時
間
は
、
30
分
か
ら
１
時

間
程
度
で
す
。
調
査
の
際
に
、
建

物
の
平
面
図
・
立
面
図
な
ど
の
図

面
や
、
仕
様
・
設
計
書
、
建
築
確

認
申
請
書
な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ

く
と
、
よ
り
短
時
間
で
正
確
な
調

査
が
で
き
ま
す
。

　

留
守
が
ち
な
お
宅
は
、
事
前
に

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
調
査
日
時
を
調
整
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
課
税
さ
れ
て

い
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
や
、

用
途
を
変
更
し
た
場
合（
事
務
所
店

舗
を
住
宅
に
改
装
、
別
荘
に
居
住
開
始

を
す
る
な
ど
）
は
、
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-
６
１
３
８
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

工
事
に
よ
る

一
部
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　　　　　　　　　　口市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー　

空
調
設
備
工
事
の
た
め
、
本
館

部
分
を
臨
時
休
館
（
11
月
１
日
㈯
〜

同
30
日
㈰
）
し
ま
す
。
な
お
、11
月

１
日
㈯
、
同
30
日
㈰
は
全
館
休
館

に
な
り
ま
す
。

一
部
休
館
中
は
、
ア
リ
ー
ナ
を

き
ら
き
ら
ひ
ろ
ば
、
遊
具
コ
ー

ナ
ー
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
と
し
て
開

館
し
ま
す
。
入
場
は
団
体
入
口
か

ら
お
願
い
し
ま
す（
休
館
中
、ア
リ
ー

ナ
で
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
）。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番

地 域

松 原

北青柳

福 満

青 波
千 本

磯 田

南青柳

日 夏

鳥居本

高 宮

亀 山

河 瀬

稲枝東

稲枝北

稲枝西

委員名

北川秀夫

松林康博
　岡すみ子
木村正彦
髙田　博
松本忠男
北川幸造
田中粂次郎
辻　清
稲本允彦
西澤好子
中辻　貢
松宮秀治
　田定一
馬場英一
田中金二
森　安正
久木弘司
近藤定雄
川村憲一
小林為夫
山内善男
瀧　優
大西治喜
大西太郎
林　孝利
西川末美
福原昭一
中川嘉和
田口源太郎
中川　正
野田一亮

担当区域（町）
馬場・松原・大藪・中藪・長曽根・後三条・橋向・
長曽根南・船町・旭町・元町・大東町・佐和町・
立花町・京町一～三丁目・中央町・錦町・
河原一～三丁目・銀座町・芹橋一、二丁目・新町・
大橋町・金亀町・尾末町・本町・城町一～三丁目・
池州町・栄町一、二丁目・中藪一、二丁目　
竹ケ鼻、宇尾
西今、野瀬
岡、山之脇、平田、和田、戸賀、小泉
正法寺、野田山、地蔵　　　　
古沢、里根、外町、安清、芹川
大堀、西沼波、東沼波
八坂、八坂北、須越、三津屋
甘呂
開出今
日夏
下矢倉、甲田、笹尾、荘厳寺、善谷、中山、仏生寺
宮田、佐和山、鳥居本、
小野、原
高宮
清崎
賀田山
千尋、安食中、太堂、楡
出町、葛籠、法士、犬方
南川瀬、野口、川瀬馬場
極楽寺、森堂、金剛寺、辻堂、蓮台寺、堀、広野
三津、海瀬
肥田、野良田
金沢、稲里
彦富、金田、稲枝、稲部
石寺
下西川、上西川
薩摩、柳川、甲崎
田原、上岡部、下岡部
本庄、出路、上稲葉、下稲葉
服部、普光寺、田附
南三ツ谷、新海

彦根市農業委員の皆さん

は
直
接
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
☎
23-

９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
７
６
８
番

認定区分

１号認定

２号認定

３号認定

対象年齢など

満３歳以上で幼稚園を利用する子ども
（２号認定を除く）

満３歳以上で保護者の就労や疾病など
により、保育を必要とする子ども

満３歳未満で保護者の就労や疾病など
により、保育を必要とする子ども

利用先

幼稚園

保育所
（保育所の待機状況によっては、幼稚園利用の場合あり）

保育所
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内閣府によると、平成 25 年中の全国の自殺者数は
27,283 人でした。毎日約 75 人の命が失われている
ことになります。

自殺の原因でいちばん多いのは健康問題です。なか
でも「睡眠」は運動・栄養とともに、心身の疲労を回
復する重要な要素です。しかし、日本人の睡眠時間は、
世界各国に比べて最も短いと言われています。
快眠のためにふだんの生活を見直しましょう
▼朝の光と朝食

朝の光を浴びると、セロトニンというホルモンが分
泌されて脳が覚醒します。また、朝食は簡単なもので
も、脳のエネルギー源になる糖分を補給しましょう。

朝の光と朝食で脳が朝を感知すると、約 15 時間後
に「睡眠ホルモン」が活性化され、その日の夜には、質
の高い睡眠をとることができます。疲労を回復するこ
とで、次の朝にすっきりと目覚めることができます。

▼質の良い睡眠をとるために
就寝前は、コーヒーや緑茶、

チョコレートなどカフェイン
が含まれる食べ物や、たばこや
アルコールも摂らないように
しましょう。アルコールは寝付きをよくしますが、眠
りが浅くなり熟睡できません。

また、運動を習慣的に続けると、寝付きが良くなり
深い睡眠が得られます。激しい運動より、体に負担が
少なく継続し易いウォーキングなどを夕方にするのが
効果的です。

入浴は、38 度のぬるめのお湯で 25 ～ 30 分、42
度の熱めのお湯なら 5 分程度で、就寝の 2 ～ 3 時間
前に入ると深い睡眠に効果があると言われています。
問い合わせ先　 健康推進課☎ 24-0816、FAX24-

5870

話してください　あなたの悩み      ９月 10 日〜同 16 日　自殺予防週間
朝、すっきりした目覚めを迎えていますか

第
３
号
被
保
険
者
の

届
出
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

 

彦
根
年
金
事
務
所　

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
第
３
号
被

保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
第
２
号
被
保

険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
負
担

し
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
た

と
き
の
届
出
以
外
に
、
第
２
号

被
保
険
者
が
転
職
や
退
職
し
た

と
き
、
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
に
も
届
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番

彦
根
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
映
像
配
信
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局

☎
30-

６
１
３
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

０
９
０
６
番

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
中
小
企
業
労
務
管
理
相
談
セ
ン

タ
ー
」
と
「
業
務
改
善
助
成
金
」

中
小
企
業
労
務
管
理
相
談
セ
ン
タ
ー

中
小
企
業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談
や

業
務
改
善
助
成
金
の
相
談
に
、
専

門
家
が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

す
る
無
料
の
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
能
率
を
上
げ
る
た

め
の
設
備
や
、
器
具
の
導
入
な
ど

に
交
付
さ
れ
る
「
業
務
改
善
助
成

金
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
小
企
業
労
務

管
理
相
談
セ
ン
タ
ー（
大
津
市
打

出
浜
２-

１　

コ
ラ
ボ
し
が
21　

６

階　

滋
賀
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事

務
局
内
）☎
０
７
７-

５
２
６-

３

７
６
０
番

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　
  

大
津
地
方
法
務
局　

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日
㈪
〜
同
14
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号
（
全
国
統
一
番
号
）

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
番

※
こ
の
期
間
以
外
に
も
、
平
日
の

市 内 の 人 権 擁 護 委 員 の 皆 さ ん

　　　   こう　　しょう

桂　　晃　照さん

若　杉　一　夫さん

河　分　武　士さん

小　山　壽　子さん
　　じゅん　　   こ

せ　　　 り　       

善　利　孝　子さん

寺　﨑　政　子さん

　　　　　　　　   まさ　　  みつ

廣　野　政　三さん

安　居　芳　樹さん

松　田　貞　夫さん

西今町609

平田町845-1

堀町311-1

鳥居本町1332-20

芹町12-21

野田山町580-41

高宮町1888

日夏町993

芹橋二丁目9-9

南三ツ谷町1071

大藪町2014

22-4023

23-3645

28-1808

22-5072

22-3863

23-1981

22-1963

28-0577

23-0285

43-2928

23-4427

住　　所 電話番号氏　　名

（9月1日現在）

吉　田　德一郎さん 京町三丁目3-21 22-0163

秦　　栄　信さん
　       

馬　場　世　紀さん
　　　　　　　　   せい　　  　き

えい　　　しん

ジ
２
０
１
３
の

入
賞
作
品
の
展

示
や
、
人
権
啓

発
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ジ
ン
ケ

ン
ダ
ー
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
放
映
し

ま
す
。

テ
ー
マ　
「
未
来
の
こ
ど
も
た
ち

へ
」
〜
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
へ
〜

日
時　

９
月
１
日
㈪
〜
同
８
日
㈪

（
８
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
７
７
番

彦
根
市
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
開
始

口市
議
会
事
務
局

彦
根
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
と
迅
速
な
議
会
情
報
の
提
供

を
目
的
に
、
９
月
定
例
会
か
ら
議

会
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

映
像
配
信
し
ま
す
。

映
像
は
、
生
中
継
で
視
聴
で
き

る
ラ
イ
ブ
配
信
と
、
過
去
に
開
催

さ
れ
た
議
会
を
視
聴
で
き
る
録
画

配
信
の
２
種
類
で
す
（
録
画
配
信

は
９
月
定
例
会
以
降
の
議
会
が
対
象
で

す
）。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

９
月
１
日
㈪
〜
同
10
日
㈬

屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

 

口市
都
市
計
画
課　

全
国
一
斉
に
「
屋
外
広
告
物

（
※
）
適
正
化
旬
間
」
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
市
内
で
も

「
屋
外
広
告
物
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容　

①
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
の
普

及
啓
発

②
道
路
上
な
ど
に
掲
出
さ
れ
た

違
反
広
告
物
（
は
り
紙
、
は
り

札
、
広
告
旗
、
立
看
板
な
ど
）
の

簡
易
除
却

③
違
反
屋
外
広
告
物
の
是
正
に

対
す
る
取
り
組
み

※
屋
外
広
告
物　

文
字
、
イ
ラ
ス

ト
、
写
真
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

な
ど
を
常
時
ま
た
は
一
定
期
間

継
続
し
て
、
屋
外
で
公
衆
に
対

し
て
表
示
さ
れ
る
も
の
を
い
い

ま
す
。
営
利
を
目
的
と
す
る
も

の
に
限
り
ま
せ
ん
。

 広告の種類

自家用広告物

自家用以外の広告物
（非自家用広告物）

彦根市の
規制地域

禁止地域
琵琶湖・内湖景観形成地域（彦根市景観計画）
第1種低層住居専用地域、風致地区など
総面積５㎡を超える場合は、許可を受ける
必要があります。
※地域によって総面積15㎡以下、その他
個別基準があります。
設置できません。
※ただし、案内図板で個別基準を満たすも
のは許可を受ければ表示できます。

許可地域

禁止地域以外の全域

総面積10㎡を超える
場合は、許可を受ける
必要があります。
※個別基準があります。
全て許可を受ける必要
があります。
※個別基準があります。

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
、
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
津
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
☎
０
７
７-

５

２
２-

４
６
７
３
番

９
月
は
「
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
」
で
す

　　　　　　　　　　口市
人
権
政
策
課　

市
で
は
、
強
調
月
間
に
あ
わ
せ

て
、
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
ま
す
。
は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー

屋
外
広
告
物
の
規
制
（
概
要
）

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
ま
た
は
掲

出
す
る
場
合
は
、
規
制
地
域
や
広

告
の
種
類
に
よ
っ
て
許
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

景
観
・
ま
ち
な
み
保
全
室
☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８

５
１
７
番
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身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
な
ど　
〈
競
技
種
目
〉60

ｍ
走
、パ
ン
食
い
レ
ー
ス
な
ど
（
誰

も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
競
技
内
容

で
す
）　
〈
費
用
〉
無
料
（
昼
食
は
主

催
者
が
用
意
し
ま
す
）〈
申
込
期
限
〉

９
月
12
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

障
害
福
祉
課（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
５
９
４　

障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）☎
27-

９
９
８

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

shogaifukushi@
m

a.city.hikone.shiga.jp

　
※

障
害
福
祉
課
に
あ
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
直
接
窓

口
で
申
し
込
む
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
マ
イ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

お
な
か
ま
わ
り
、
ス
ッ
キ
リ
！

〈
内
容
〉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ス
ト

レ
ッ
チ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
気

軽
に
で
き
る
運
動　

 

〈
日
時
〉
９

月
29
日
、10
月
６
日
、同
20
日
、同

27
日
、
11
月
10
日
、
同
17
日
（
い
ず

れ
も
月
曜
日
・
全
６
回
）
の
午
後
７
時

〜
同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉市
民
体

育
セ
ン
タ
ー
（
松
原
町
）
第
２
競
技

場　
〈
対
象
〉 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
16
歳
以
上
の
人　
〈
定
員
〉

20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
３
千
円　

〈
講
師
〉　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
指

導
員
・
前
川
麻
紀　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
セ
ン
タ
ー　

カ
ロ
ム
名
人
に
な
ろ
う

〈
内
容
〉
彦
根
を
中
心
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
盤
上
ゲ
ー
ム
「
カ
ロ

ム
」
の
歴
史
や
ル
ー
ル
、
技
を
知

り
、
対
戦
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　

〈
日
時
〉９
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
〈
対
象
〉
５

歳
〜
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）　
〈
定

員
〉
40
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無

料　
〈
申
込
開
始
日
〉
9
月
６
日

㈯
午
前
８
時
30
分
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３

６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４

６
番
※
電
話
か
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
運
動
指
導
員

養
成
講
座

〈
趣
旨
〉
介
護
予
防
の
た
め
の
筋

力
運
動
や
、
有
酸
素
運
動
を
取
り

入
れ
た
金
亀
（
根
気
）
体
操
を
地
域

に
伝
え
る
指
導
員
に
な
り
ま
せ
ん

か
。〈
日
時
〉
９
月
18
日
〜
11
月

13
日
の
毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時
30
分　
〈
場
所
〉

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
別
館
２

階　
〈
対
象
〉金
亀
体
操
を
継
続
し

た
い
と
考
え
て
い
る
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
内
の
代
表
者
１
〜
２
人

（
修
了
後
は
指
導
員
と
し
て
、老
人
ク
ラ

ブ
や
サ
ロ
ン
、
友
人
な
ど
に
体
操
を
指

道
、来
迎
川　
〈
対
象
〉
小
学
生
以

上　
〈
定
員
〉50
人（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉
１
０
０
円
（
資
料
代
）　
〈
そ
の

他
〉
集
合
場
所
の
駐
車
場
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り

合
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
期
間
〉
９
月
１
日
㈪
〜
同
19
日

㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎
26-

５

８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９

９
番

９
月
15
日
（
月
・
祝
）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
人
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
時

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
講
座

〈
内
容
〉Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
＝
家
庭
内
暴
力
）の
基
礎

講
座
や
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。　
〈
日

時
〉
９
月
18
日
、
10
月
２
日
、
同

16
日　

い
ず
れ
も
木
曜
日
の
午
後

７
時
〜
同
９
時　
〈
場
所
〉
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）　
〈
対
象
〉市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人　
〈
定
員
〉
20

人
（
先
着
順
）〈
費
用
〉
各
回
３
０

０
円　
〈
申
込
期
間
〉
９
月
３
日

㈬
〜
同
17
日
㈬　
〈
託
児
〉１
人
１

回
３
０
０
円
（
０
歳
〜
就
学
前
、
要

予
約
）〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番

親
子
「
絵
付
」
体
験
教
室

【
２
回
シ
リ
ー
ズ
】

〈
内
容
〉①
親
子
で
焼
物
の
絵
付
体

験
と
、
湖
東
焼
研
究
者
の
講
演
会

②
自
作
品
の
展
示
会
、
茶
話
会　

〈
日
時
〉①
９
月
21
日
㈰
午
前
９
時

☎
23-

２
２
９
３
番　

※
電
話
か
、

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

第
２
回

多
文
化
交
流
教
室
（
初
級
）

〈
内
容
〉今
年
度
か
ら
、「
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
教
室
」
か
ら
「
多
文
化
交
流

教
室
」
に
名
前
が
変
わ
り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
な
ど
の
簡
単
な
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
を
学
び
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
文
化
や
習
慣
に
触
れ
、
多
文

化
共
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

教
室
で
す
。　

※
７
月
に
開
催
し

ま
し
た
「
多
文
化
交
流
教
室
」
と

同
じ
内
容
で
す
。　
〈
日
時
〉９
月

30
日
、
10
月
14
日
、
同
28
日
（
い

ず
れ
も
火
曜
日
・
全
３
回
）
の
午
後
７

時
〜
同
８
時
30
分   

〈
場
所
〉
32

会
議
室
（
市
役
所
３
階
）　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
初
め
て
学
ぶ
人
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
を
学
び
た
い
人

（
今
年
度
初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先

し
ま
す
）。　
〈
定
員
〉
20
人　
〈
費

用
〉
千
円　
〈
申
込
期
間
〉
９
月
1

導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）〈
定
員
〉
15

人
（
先
着
順
）〈
費
用
〉
無
料
〈
申

込
期
限
〉
９
月
１
日
㈪
〜
同
16
日

㈫
〈
そ
の
他
〉
講
座
を
修
了
す
る

に
は
、
７
回
以
上
受
講
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

健
康
推
進
課
☎
24-

０

８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７

０
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
①

介
護
予
防
運
動
指
導
員
希
望
②
氏

名
③
住
所
④
生
年
月
日
⑤
電
話
番

号
⑥
団
体
名
（
あ
れ
ば
）
を
書
い
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室

〈
内
容
〉本
場
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を

作
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
食
生

活
や
文
化
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。　

〈
日
時
〉９
月
20
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時   

〈
場
所
〉
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平

田
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人　
〈
定
員
〉
15
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
千
円　
〈
申

込
期
間
〉
９
月
1
日
㈪
〜
同
18
日

㈭　
〈
持
ち
物
〉
エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、ふ
き
ん　
〈
託
児
〉
あ
り
ま
す
。

湖
東
の
道
を
訪
ね
て

〈
内
容
〉地
域
に
伝
わ
る
歴
史
や
文

化
遺
産
を
、
地
域
の
ガ
イ
ド
と
一

緒
に
巡
り
ま
す
。
中
山
道
の
各
宿

場
巡
り
や
、
そ
の
周
辺
地
域
を
歩

き
ま
す
。
各
コ
ー
ス
の
内
容
や
集

合
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
日
程
〉

９
月
27
日
、
10
月
４
日
、
同
11

日
、
11
月
８
日
、
同
15
日　
（
い
ず

れ
も
土
曜
日
）
の
午
後
１
時
〜
（
小

雨
決
行
）　
〈
定
員
〉
各
コ
ー
ス
50

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
３
０
０
円

（
保
険
、
資
料
代
）　
〈
申
込
期
限
〉

各
コ
ー
ス
開
催
日
の
１
週
間
前　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
多
賀
観

光
協
会
（
〒
５
２
２-

０
３
４
１   

犬

上
郡
多
賀
町
多
賀
３
８
９-

１
）
☎
48-

１
５
５
３
番
、
Ｅ
メ
ー
ルtaga-

kankou@
iris.eonet.ne.jp　

※

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
希
望
コ
ー
ス
を
電
話
か
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〜
正
午　

②
同
28
日
㈰
午
前
10
時

〜
正
午　
〈
場
所
〉
旧
善
利
組
辻

番
所
と
足
軽
屋
敷
（
芹
橋
二
丁
目
）   

〈
定
員
〉20
人（
先
着
順
。
親
と
子
ど
も

そ
れ
ぞ
れ
人
数
に
数
え
ま
す
。）　
〈
費

用
〉
千
円
（
材
料
費
、
窯
焼
成
費
、
食

糧
費
含
む
）〈
申
込
期
間
〉
９
月
1

日
㈪
〜
同
20
日
㈯　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湖
東
焼

を
育
て
る
会
☎
０
９
０-

２
１
９

８-

０
３
２
９
番
（
谷
口
さ
ん
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

８
５
３
０
番　

※
①
住

所
②
親
子
の
氏
名
（
子
ど
も
は
学
校

名
と
学
年
も
記
入
）
③
連
絡
先
を
書

い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
後
日
、
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。

歴
史
探
索
ウ
ォ
ー
ク　

本
庄
町
・
出
路
町
・
彦
富
町
を

歩
く

〈
内
容
〉
愛
知
川
流
域
の
３
町
に

焦
点
を
当
て
、
地
域
に
残
る
町
並

み
や
風
景
、
中
世
城
館
や
石
造
宝

塔
な
ど
の
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。　

〈
日
時
〉
９
月
21
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
〜
同
４
時　

※
小
雨
決
行
。

悪
天
候
に
よ
る
中
止
の
場
合
、
参

加
者
に
は
午
前
10
時
ま
で
に
電
話

で
連
絡
し
ま
す
。  

〈
集
合
場
所
〉

稲
枝
支
所（
田
原
町
）駐
車
場　
〈
見

学
場
所
〉
川
桁
神
社
、本
泉
寺
、彦

留
神
社
、
彦
富
城
跡
、
朝
鮮
人
街

「
ふ
れ
愛
ケ
ア
フ
ェ
ス
タ
友
仁
２
０
１
４
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉９
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）〈
場
所
〉

ア
ロ
フ
ェ
ン
テ
彦
根
（
竹
ケ
鼻
町
）　

〈
出
店
料
〉
無
料　
〈
申
込
期
限
〉

９
月
15
日
（
月
・
祝
）　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
ア
ロ
フ
ェ
ン
テ
彦

根（
〒
５
２
２-

０
０
４
４　

竹
ケ
鼻
町

80
）
☎
21-

３
３
０
０
番
、
Ｅ
メ
ー

ル　

arofuente2013@
yahoo.

co.jp　

※
往
復
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
往

復
は
が
き
の
場
合
、
往
信
の
裏
面

に
①
住
所
②
氏
名
（
代
表
者
）
③
電

話
番
号
④
主
な
出
店
内
容
（
雑
貨
、

古
本
、
衣
服
な
ど
）、
返
信
の
表
面

に
①
住
所
②
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書

い
て
送
付
。
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

往
復
は
が
き
（
往
信
の
裏
面
）
と
同

じ
①
〜
④
と
、
題
名
に
「
フ
リ
マ

出
店
希
望
」
を
書
い
て
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。
内
容
確
認
後
、
出
店

許
可
に
つ
い
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

〈
日
時
〉
10
月
４
日
㈯　

午
前
９

時
〜
午
後
３
時
30
分　
〈
場
所
〉

庄
堺
公
園
（
開
出
今
町
）
多
目
的
広

場　

※
雨
天
時
は
中
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
開
出
今
町
）
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場　
〈
対
象
〉市
内
在
住
の

日
㈪
〜
同
29
日
㈪　
〈
講
師
〉
ナ

タ
ー
リ
ャ
・
ア
ブ
レ
ウ
（
彦
根
市
国

際
交
流
員
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１

１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７

番再
就
職
・
就
業
支
援　

シ
ニ
ア
対
象

「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

技
能
講
習
会
」

〈
内
容
〉
網
戸
や
障
子
、ふ
す
ま
の

張
り
替
え
や
、
畳
・
浴
槽
の
掃
除

の
仕
方
の
ほ
か
、
寄
せ
植
え
講
習

な
ど
を
学
び
ま
す
。〈
日
時
〉
10

月
９
日
㈭
、
同
10
日
㈮
、
同
14
日

㈫
、
同
15
日
㈬
、
同
16
日
㈭
、
同

17
日
㈮
、
同
23
日
㈭
、
11
月
６
日

㈭
、同
８
日
㈯
、12
月
19
日
㈮
（
全

10
回
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
０
時

30
分　
〈
場
所
〉彦
根
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
開
出
今
町
）
ほ
か　

〈
対
象
〉
講
習
に
係
る
就
業
を
希

望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登

録
を
し
て
い
る
55
歳
以
上
（
全
講

義
を
受
講
で
き
る
人
）〈
定
員
〉
20
人　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
公
益
社

団
法
人
彦
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
〒
５
２
２-

０
０
５
６ 　

開

出
今
町
１
４
１
９
）
☎
22-

５
６
２

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
26-

４
８
０
０

番　

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

広
報
ひ
こ
ね

６
月
１
日
号
表
紙

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
広
報
ひ
こ
ね
６

月
１
日
号
の
表
紙
の
回
収
に

努
め
て
い
ま
す
。

６
月
15
日
号
に
挟
み
込
ん

で
い
る
封
筒
に
表
紙
を
入
れ

て
市
役
所
に
返
送
し
て
い
た

だ
く
か
、市
役
所
や
支
所
、各

出
張
所
な
ど
の
施
設
へ
直
接

お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
け
っ

こ
う
で
す
。
お
手
数
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報

政
策
課
広
報
係
☎
30-

６

１
０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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直
弼
杯
将
棋
大
会　

〈
日
時
〉
10
月
11
日
㈯　

午
前
10

時
〜
（
同
９
時
30
分
受
付
）　
〈
ク
ラ

ス
・
定
員
〉
年
齢
、
級
・
段
に
応

じ
た
一
般
の
部
３
ク
ラ
ス
、
小
・

中
学
生
３
ク
ラ
ス
合
計
１
２
０
人

（
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
）（
先
着
順
）　

〈
競
技
形
式
〉 

予
選
は
各
ク
ラ
ス

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
（
基
本
４
人
）
を

行
い
、
予
選
通
過
者
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
（
詳

細
は
当
日
説
明
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商

工
会
議
所
（
中
央
町
）
４
階
大
ホ
ー

ル　
〈
費
用
〉高
校
生
以
上　

千
円
、

小
・
中
学
生　

５
０
０
円　
〈
申
込

期
限
〉
10
月
１
日
㈬
（
必
着
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委

員
会
文
化
振
興
室（
〒
５
２
２-

０
０

５
５ 　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎
23-

角
型
６
号
（
縦
２
２
９
㎜
×
横
１
６
２

㎜
）
６
万
枚　

▼
広
告
掲
載
範
囲　

封
筒
の
表
面
積
、
裏
面
積
の
そ

れ
ぞ
れ
３
分
の
１　

▼
掲
載
で

き
る
広
告
内
容　

広
告
主
の
業

種
、
広
告
内
容
は
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
彦
根
市
広

告
入
り
窓
口
封
筒
無
償
提
供
取

扱
要
綱
」「
彦
根
市
無
償
提
供
窓

口
封
筒
広
告
掲
載
基
準
」
を
遵
守

し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
設
置
場

所　

市
役
所
窓
口
（
市
民
課
、
保
険

年
金
課
、
保
険
料
課
、
税
務
課
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
）、
支
所
、
各
出
張

所　

▼
設
置
期
間　

平
成
27
年

２
月
１
日
か
ら
１
年
間　
〈
申
込

期
間
〉
９
月
1
日
㈪
〜
同
29
日
㈪　

※
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
29
日
㈪

の
消
印
有
効　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

市
民
課
☎
30-

６
１

１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

１
３
９
８

番

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０

８
０
番
※
は
が
き
に
①
住
所
②
氏

名
（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
、
学
年
も
）

③
フ
リ
ガ
ナ
④
年
齢
⑤
電
話
番
号

⑥
参
加
ク
ラ
ス
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

〈
内
容
〉
高
齢
者
や
障
害
者
（
児
）

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
、
技
術
、
心
構
え
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
で
す
。
教
育
訓
練

給
付
制
度
に
よ
り
、
要
件
を
満
た

せ
ば
受
講
料
の
一
部
が
給
付
さ
れ

ま
す
。　
〈
日
時
〉10
月
〜
平
成
27

年
１
月
（
期
間
内
の
23
日
間
）　
〈
場

所
〉
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
（
犬
上

郡
豊
郷
町
八
目
49
）　
〈
対
象
〉
全
日

程
出
席
で
き
る
人　
〈
定
員
〉
19

人
（
先
着
順
）〈
費
用
〉
８
万
円
（
受

講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
実
習
費
を
含
む
） 　

〈
申
込
期
限
〉
９
月
26
日
㈮　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
社
会
福
祉

法
人
と
よ
さ
と
介
護
職
員
初
任
者

研
修
事
務
局
（
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21

内
）
☎
35-

０
０
０
８
番

糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
in
彦
根

〈
内
容
〉
糖
尿
病
の
療
養
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
楽
し
く
歩
い
て
運

動
の
心
地
良
さ
を
実
感
し
ま
し
ょ

●

う
。　
〈
日
時
〉11
月
８
日
㈯
午
前

10
時
〜
同
11
時
30
分
（
同
９
時
30
分

受
付
）　
〈
場
所
〉
荒
神
山
公
園
（
日

夏
町
）　
〈
対
象
〉
市
立
病
院
に
通

院
中
の
糖
尿
病
患
者　
〈
定
員
〉20

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料
〈
持

ち
物
〉
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
糖
尿

病
手
帳
（
持
っ
て
い
る
人
）、
補
食

（
必
要
な
人
の
み
）　
〈
申
込
期
間
〉10

月
１
日
㈬
〜
同
31
日
㈮　
〈
そ
の

他
〉
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加

く
だ
さ
い
（
更
衣
室
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

治
療
中
の
人
は
主
治
医
の
許
可
を
得
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
市
立
病
院
内
科
外

来
（
〒
５
２
２-

８
５
３
９　

八
坂
町

１
８
８
２
）
☎
22-

６
０
５
０
番
※

市
立
病
院
内
科
外
来
ま
た
は
栄
養

治
療
室
に
あ
る
用
紙
に
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

広
告
入
り
窓
口
封
筒
の

無
償
提
供
者

〈
内
容
〉
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
、市

役
所
来
庁
者
が
使
用
す
る
窓
口
封

筒
を
無
償
提
供
し
て
く
だ
さ
る
事

業
者
（
無
償
提
供
者
）
を
募
集
し
ま

す
。〈
無
償
提
供
い
た
だ
く
も
の
〉

広
告
入
り
窓
口
封
筒
…
来
庁
者
が

市
民
課
や
税
務
課
な
ど
で
交
付
を

受
け
た
各
種
証
明
書
な
ど
を
入
れ

て
持
ち
帰
る
た
め
の
封
筒　

▼
規

格
・
製
作
予
定
枚
数　

角
型
２
号

（
縦
３
３
２
㎜
×
横
２
４
０
㎜
）
２
万
枚
、

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

ウ
チ
の

校
風
　
２

市
立
学
校
紹
介

21

　

彦
根
市
立
西
中
学
校

所
在
地　

金
亀
町
８
番
１
号

創　

立　

昭
和
22
年

生
徒
数　

２
９
９
人（
平
成
26
年
４
月
）

教
育
目
標　

「
品
格
を
養
い　

変
革
へ
の
挑
戦
」

西
中
は
、
彦
根
藩
弘
道
館
跡
に
位
置
し
、
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。
特
に
生
徒
会
活

動
が
盛
ん
で
、「

明
る
い
笑
顔　

感
謝
・
感

動　

思
い
や
り
の
心　

西
中
健
児
」
の
頭

文
字
を
と
っ
た
「
あ
か
お
に
魂
」
を
合
言
葉
に

日
々
の
学
習
・
部
活
動
だ
け
で
な
く
、
委
員
会

活
動
に
も
一
生
懸
命
励
ん
で
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
、「
あ
い
さ
つ
」「
地
域
貢
献
」

「
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
で
は
、
友
達
に
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
校
門
前
を
通
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
ま
た
、
５
月
に
小

中
合
同
で
湖
岸
清
掃
を
行
い
、
多
く
の
ご
み
を

回
収
し
て
、
ふ
る
さ
と
琵
琶
湖
を
守
る
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
、
自
他
の
尊
重
と
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
徹
底
す
る
「
西
中
人
権
宣
言
」
の

具
現
化
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

西
中
を
卒
業
し
た
数
多
く
の
先
輩
に
負
け
な

い
よ
う
、
社
会
に
役
立
つ
人
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

▲あかおに魂▲小中合同湖岸清掃 ▲あいさつ運動

第
28
回
彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉
大
会
当
日(

11
月
９
日
㈰)

、

大
会
運
営
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。　
〈
業
務
内
容
〉
走

路
員
（
交
通
整
理
）　
〈
そ
の
他
〉

ス
タ
ッ
フ
に
は
役
員
帽
子
を
渡
し

ま
す
。
大
会
当
日
、
現
地
で
業
務

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
集
合
時

間
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。
集
合

時
間
、
場
所
な
ど
は
、
後
日
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
申
込
期

間
〉
９
月
１
日
㈪
〜
10
月
３
日
㈮　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局（
教
育
委

員
会
保
健
体
育
課
内
）☎
24-

７
９
７

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

人
権
ラ
ブ
ソ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
者

〈
内
容
〉
人
権
（
愛
・
思
い
や
り
な
ど
）

に
関
わ
る
歌
を
通
し
て
人
権
尊
重

の
大
切
さ
を
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
人
権
に
関
わ
る
歌
を
歌
っ

て
い
た
だ
け
る
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。 〈
日
時
〉12
月
７
日
㈰　

午

前
10
時
30
分
〜　

※
出
演
時
間
は

１
組
10
〜
15
分
以
内　
〈
場
所
〉滋

賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
（
米

原
市
）
小
劇
場　
〈
対
象
〉
県
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
定

員
〉
18
組
（
先
着
順
）　
〈
そ
の
他
〉

電
源
が
必
要
な
楽
器
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
ピ
ア
ノ
と
マ
イ
ク
は
設

置
し
て
い
ま
す
。　
〈
申
込
期
限
〉

９
月
30
日
㈫　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
人

権
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７-

５
２
２-

８
２
５
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

２
２-

８
２
８
９
番
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://w
w

w
.shigajinken.

or.jp/　

※
応
募
状
況
を
電
話
で

確
認
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
人
権
啓
発

担
当
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
彦
根
市

春
の
文
化
祭
協
賛
事
業

〈
対
象
事
業
〉
平
成
27
年
３
月
25

日
㈬
〜
７
月
５
日
㈰
に
開
催
さ
れ

る
展
示
・
発
表
な
ど　
〈
対
象
団

体
〉文
化
芸
術
団
体
、社
会
教
育
関

係
団
体
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
団
体
で
、
過
去
に
市
内
外
で
展

示
・
発
表
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ

る
団
体　
〈
協
賛
事
業
に
な
る
と
〉

①
後
援
名
義
が
使
用
で
き
、
事
業

の
チ
ラ
シ
な
ど
に
、「
後
援
：
彦

根
市
・
彦
根
市
教
育
委
員
会
」
と

表
示
で
き
ま
す
。
②
広
報
ひ
こ
ね
、

文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
が
で
き
ま
す
。　
〈
申
込
上
の

注
意
〉
申
込
書
の
ほ
か
、
使
用
す

る
施
設
の
使
用
許
可
書
か
、
使
用

申
込
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。
市

民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
日
程
調

整
会
を
開
催
し
ま
す
。　

※
詳
し

く
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
書
・
募
集
要
項
配

布
場
所
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
、

市
民
会
館
１
階
受
付
、
支
所
、
各

出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
、
高
宮

地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
文

化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
な
ど　
〈
申
込
期
間
〉
９
月

25
日
㈭
〜
11
月
１
日
㈯　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

▶
昨
年
行
わ
れ
た
大
会
の
様
子
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彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

平
成
26
年
上
半
期

火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
発
生
状
況

表１　火災 表２　救助 表３　救急
出場件数
　火災
　水難
　交通事故
　労働災害
　運動競技
　一般負傷
　加害
　自損行為
　急病
　その他
搬送件数
搬送人員

２，584
5
1

331
２4
１3
３48
１6
４４

１，７07
95

２，382
２，444

19
10
３
１
5
12
16

31
15
2
1
13

5
4
3

1
8

出場件数
　交通事故
　機械による事故
　火災（建物）
　その他の事故
活動件数
救助人員

出火件数
　建物火災
　車両火災
　林野火災　
　その他の火災

主な出火原因
　放火
　たばこ
　たき火

死者
負傷者

　

消
防
本
部
で
は
、
管
内
（
彦
根
市
・
犬
上

郡
）
で
今
年
１
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

に
発
生
し
た
火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状

況
を
統
計
に
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。

火
災
概
要

火
災
は
31
件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
８
件

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
救
急
車
に

よ
り
搬
送
さ
れ
た
人
は
２
、
４
４
４
人
で
、

前
年
同
期
よ
り
65
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

救
急
医
療
や
「
救
急
業
務
に
つ
い
て
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救

急
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間

（
今
年
は
９
月
７
日
㈰
〜
同
13
日
㈯
）
を
「
救
急

医
療
週
間
」
と
定
め
、
救
急
医
療
の
普
及
啓

発
運
動
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

急
病
や
交
通
事
故
な
ど
の
救
急
事
故
が

発
生
し
た
と
き
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
そ
の
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人

が
適
切
な
応
急
手
当
を
速
や
か
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
傷
病
者
が
救
命
さ
れ
る
可
能
性

内
訳
は
「
建
物
火
災
」
が
15
件
と
全
火
災

の
約
48
％
を
占
め
て
お
り
、「
車
両
火
災
」

が
２
件
、「
林
野
火
災
」
１
件
、
そ
の
ほ
か

雑
草
な
ど
が
燃
え
た
「
そ
の
他
の
火
災
」
が

13
件
あ
り
ま
し
た
。

主
な
出
火
原
因
は
、「
放
火
」
が
５
件
、「
た

ば
こ
」
が
４
件
、
前
年
10
件
あ
っ
た
「
た
き

火
」
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

救
助
・
救
急
概
要

救
助
出
場
件
数
は
19
件
で
、
そ
の
う
ち
、

救
助
隊
が
活
動
し
た
件
数
は
12
件
で
救
助

し
た
人
数
は
16
人
で
す
（
表
２
）。
内
訳
は

「
交
通
事
故
」
が
10
件
で
全
救
助
出
場
件
数

の
約
53
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
２
、
５
８
４
件
で
、
前

年
同
期
に
比
べ
て
39
件
減
少
し
ま
し
た
（
表

３
）。
１
日
平
均
で
約
14
件
救
急
車
が
出
場

〜消防からのお知らせ〜

■「後期」危険物取扱者試験（乙種第 4 類）
　予備講習会
日時　9 月 28 日㈰ 9：00 ～ 17：00　
場所　消防本部 ( 西今町 )　定員　72 人 ( 先着順 )

受講料　5,000 円 ( テキスト代は別、彦根市防火保
安協会会員事業所は 3,000 円 )

申込期間　9 月 1 日㈪～同 26 日㈮ 8:30 ～
17:15( 土 ･ 日曜日、祝日は除く )

問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局 ( 消
防本部消防総務課内 ) ☎ 22-0314、FAX22-
9427

■甲種防火管理再講習
日時　10 月 16 日㈭ 9:30 ～ 12:00
場所　消防本部 ( 西今町 ) 　定員　40 人 ( 先着順 )

受講料　2,600 円（テキスト代含む）

申込期間　9 月 16 日㈫～同 19 日㈮ 8:30 ～
17:15

問い合わせ先　 消防本部予防課☎22-0332、
FAX22-9427

■危険物取扱者試験【後期】日程（第 3 回）
日時　10 月 26 日㈰ 14:00 ～
場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

申込期間　電子申請：9 月 2 日㈫～同 13 日㈯
　　　　　書面申請：9 月 5 日㈮～同 16 日㈫
申込・問い合わせ先　一般財団法人 消防試験

研究センター滋賀県支部 ( 〒 520-0806 大津
市打出浜 2 番 1 号コラボしが 21 ４階）☎ 077-
525-2977、FAX077-521-7904 ※書面
申請の場合は、各消防署で配布している願書
に記入し郵送で申し込んでください。　

が
高
く
な
り
ま
す
。
応
急
手
当
は
、
怪
我
や

病
気
を
治
す
た
め
に
行
う
の
で
は
な
く
、
悪

化
さ
せ
な
い
こ
と
が
目
的
で
す
。

消
防
本
部
で
は
、「
応
急
手
当
」
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
間
を
通
じ
救

命
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
救
急
フ
ェ
ア

９
月
６
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
４
時　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
（
竹
ケ
鼻
町
）
で
応
急
手

当
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
市
立
病
院
職
員
に

よ
る
血
圧
測
定
や
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
す
。
駅
前
入
口
で
は
、
救
急
自
動
車

や
消
防
自
動
車
の
車
両
展
示
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防
課
☎

22
‐
０
３
３
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４
２

７
番

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、

多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

障
害
福
祉
に
関
す
る
共
通
の
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
湖

東
地
域
で
共
有
す
る
施
設
や
人
材

な
ど
を
活
用
し
て
、
定
住
自
立
圏

で
協
議
・
検
討
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
26
年
度
に
変
更

と
な
っ
た
相
談
支
援
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
て

▼
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
の
た
め
に
必
要
と
な
る

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」な
ど

を
作
成
し
、
障
害
の
あ
る
人
の

相
談
に
応
じ
る
相
談
支
援
事
業

所
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ら
の
相
談
支
援
事
業
所
の

中
核
と
な
り
、
湖
東
地
域
障
害

者
自
立
支
援
協
議
会
の
事
務
局

（
運
営
）
機
能
を
有
す
る
「
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
委
託

に
よ
り
設
置
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

障
害
者
（
児
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

平成25年度まで
▼相談支援事業所（市町から
委託）
①彦愛犬地域障害者生活支援
センター　ステップあップ
21（豊郷町）

②地域生活支援センター  まな
（西今町）
③相談支援事業所　彦根学園
（高宮町）

平成26年度から
▼基幹相談支援センターの設置（市町から
委託）
①彦愛犬地域障害者生活支援センター　
ステップあップ21（豊郷町）

　☎35-0008、FAX35-2123
※湖東地域の相談支援事業所の中核。　
湖東地域障害者自立支援協議会の事務
局（運営）機能を有する

▼相談支援事業所の拡充（市町から委託）
②地域生活支援センター　まな（西今町）
　☎21-2192、FAX21-2193
③相談支援事業所　彦根学園（高宮町）
　☎26-7088、FAX26-7077
④相談支援センター　あおい（西今町）
　☎47‐6406、FAX47‐6407
⑤相談支援事業所　かいぜ寮（海瀬町）
　☎43-3811、FAX43-4111
⑥ぽぽ相談室（平田町）
　☎47-5190、FAX47-5190

※①はリニューアル、③は拡充（増員）、④⑤⑥は新設

▲彦愛犬地域障害者生活支援センター
ステップあップ 21

「
食
品
ロ
ス
」
と
は

「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
ま
だ

食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る

食
品
の
こ
と
で
す
。
小
売
店
で

の
売
れ
残
り
・
賞
味
期
限
切
れ
、

製
造
過
程
で
発
生
す
る
規
格
外

品
、
飲
食
店
や
家
庭
で
の
食
べ

残
し
・
食
材
の
余
り
な
ど
が
主

な
発
生
原
因
で
す
。

も
っ
た
い
な
い
！

大
量
の
食
品
を
破
棄
す
る
日
本

家
庭
で
は
、
日
本
全
体
の
約

半
分
に
あ
た
る
年
間
２
０
０
〜

４
０
０
万
ト
ン
の
食
品
ロ
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
１

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
毎

日
お
に
ぎ
り
約
１
〜
２
個
分
を

捨
て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
多
く
の
食
べ
物
を

輸
入
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

大
量
に
捨
て
て
い
る
の
で
す
。

食
材
を
無
駄
に
し
な
い
コ
ツ

▼
食
材
を
「
買
い
過
ぎ
な
い
」、

「
使
い
切
る
」、「
食
べ
切
る
」

買
い
物
に
出
か
け
る
前
に
、

冷
蔵
庫
の
中
の
食
材
や
保
存
食

の
在
庫
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要

な
も
の
を
必
要
な
だ
け
買
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
残
っ
た
食
材
は
別
の
料
理
に

活
用

大
根
の
葉
は
お
味
噌
汁
や
漬

物
に
、
人
参
の
葉
は
天
ぷ
ら
に

す
れ
ば
、
食
材
を
使
い
切
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
残
っ

て
し
ま
っ
た
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
は

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
具
材
に
、
野

菜
炒
め
は
ナ
ン
プ
ラ
ー
を
加
え

て
エ
ス
ニ
ッ
ク
風
に
ア
レ
ン
ジ

す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
の
工
夫

で
１
品
が
２
度
お
い
し
く
な
り

ま
す
。

大
切
な
食
べ
物
を
無
駄
な
く

消
費
し
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し

て
環
境
や
家
計
に
優
し
い
生
活

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
21
回　
　
「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
そ
う
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第217回

一
般
に
、故
人
が
亡
く
な
っ
た
月
日
（
祥
し
ょ
う

月つ
き

命め
い

日に
ち

）
に
は
そ
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔と

む
ら

う
た
め
法

事
を
営
み
ま
す
。
没
年
の
翌
年
に
は
一
周

忌
、
２
年
後
に
は
三
回
忌
を
行
い
、
そ
の

後
も
節
目
の
年
に
は
法
事
を
行
い
ま
す
が
、

特
に
十
三
回
忌
以
上
で
、
五
十
回
忌
・
百

回
忌
な
ど
の
遠
い
回
忌
の
こ
と
を「
遠お

ん

忌き

」

と
い
い
ま
す
。

彦
根
藩
井
伊
家
の
歴
代
当
主
の
場
合
、

五
十
回
忌
以
上
の
時
に
は
、
菩
提
寺
で
の

法
事
に
加
え
、
遠
忌
が
無
事
に
済
ん
だ
こ

と
を
祝
う
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
寛か

ん

延え
ん

２
年
（
１
７
４
９
）

に
行
わ
れ
た
井
伊
直
政
（
初
代
当
主
）
百
五

十
回
忌
を
取
り
上
げ
、
遠
忌
後
に
行
わ
れ

た
祝
賀
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

井
伊
直
政
は
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
２

月
１
日
に
没
し
て
お
り
、
百
五
十
回
忌
は

１
４
９
年
後
の
寛
延
４
年
（
１
７
５
１
）
に

行
わ
れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
実

際
の
百
五
十
回
忌
は
、関
ヶ
原
の
戦
い
（
１

６
０
０
）
か
ら
１
５
０
周
年
（
１
４
９
年
後
）

で
あ
る
寛
延
２
年
に
合
わ
せ
る
た
め
、
２

年
の
前
倒
し
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
忌
後
の
祝
賀
行
事
の
具
体
的
な
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。
ま
ず
直
政
の
没
日
で

あ
る
２
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
、
百
五
十

回
忌
の
法
事
が
菩
提
寺
の
清せ

い

凉り
ょ
う

寺じ

に
お

い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
計
３

日
間
の
日
程
で
、
遠
忌
が
無
事
済
ん
だ
こ

と
を
祝
う
行
事
が
彦
根
城
表
御
殿

（
現
・
彦
根
城
博
物
館
）
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
２
月
１
日
、
上
層
藩
士
22
人

が
家
老
・
中
老
な
ど
の
役
職
ご
と
に

表
御
殿
へ
召
さ
れ
、
御
座
之
間
・
書

院
鶴
之
間
な
ど
に
お
い
て
、
吸す

い

物も
の

・

酒
の
下
賜
を
受
け
て
い
ま
す
。
翌
２

日
、
前
日
は
法
事
の
た
め
清
凉
寺
に

詰
め
て
い
た
藩
士
３
人
が
、
書
院
鶴

之
間
で
吸
物
・
酒
を
下
賜
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
同
月
６
日
、
松
之
間
縁え

ん

頰が
わ

に
お
い
て
、
判
明
し
て
い
る
限
り

で
99
人
の
陪ば

い

臣し
ん

（
藩
士
の
家
臣
）
へ
吸

物
・
酒
の
下
賜
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
陪
臣
達
は
、
１
日
に
下
賜
を
受

け
た
藩
士
達
の
家
臣
で
、
井
伊
直
定
（
８

代
当
主
）が
清
凉
寺
へ
参
詣
し
た
際
に
騎
馬

で
の
お
供
を
勤
め
た
者
達
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
表
御
殿
に
お
け
る
行
事

で
は
、
役
職
や
身
分
内
の
序
列
に
よ
っ
て

行
事
が
行
わ
れ
る
場
所
が
異
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
同
様
の
祝
儀
の
下
賜
は
江

戸
の
彦
根
藩
邸
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
直

政
百
五
十
回
忌
に
お
け
る
祝
賀
行
事
に
は

多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

井
伊
直な

お

章あ
き

（
の
ち
当
主
直な
お

幸ひ
で

）
に
仕
え
た

賄ま
か
な
い

役や
く

の
日
記
で
あ
る「
民み

ん

部ぶ

様さ
ま

御お

賄ま
か
な
い

御ご

用よ
う

日に
っ

記き

」（
写
真
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
祝
賀
行

事
は
、
関
ヶ
原
に
お
け
る
直
政
の
武
功
に

よ
り
、
１
５
０
年
に
渡
っ
て
彦
根
城
を
相

続
し
て
き
た
こ
と
を
祝
し
て
行
わ
れ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
に
は
、
藩
成
立
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
関
ヶ
原
の
戦
い
と
、
そ
こ
で
活

躍
し
た
井
伊
直
政
の
事
績
を
、
直
政
百
五

十
回
忌
を
き
っ
か
け
に
思
い
起
こ
さ
せ
る

と
共
に
、
そ
の
後
１
５
０
年
に
渡
り
転
封

も
な
く
存
続
し
て
き
た
彦
根
藩
の
現
在
を

皆
で
祝
お
う
と
す
る
意
図
が
見
え
ま
す
。

現
在
で
も
、
故
人
の
生
誕
・
没
後
か
ら

区
切
り
の
良
い
年
数
が
経
つ
時
に
合
わ
せ

て
顕
彰
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
遠
忌
後
の
祝
賀
儀
式
は
、

こ
の
よ
う
な
慣
習
の
原
形
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

青
木
俊
郎
）

直
政
を
偲し

の

び
、
彦
根
藩
の
存
続
を
祝
う

　
　
　
　
　
　

―
井
伊
直
政
百
五
十
回
忌
―

▶
民
部
様
御
賄
御
用
日
記　

寛
延
２
年
２
月
１
日
の
記
事

　

写
真
の
古
文
書
は
、
テ
ー
マ
展
「

武
家
の
祝
い
―
彦
根
藩
の
祝
賀
行

事
―
」
で
９
月
30
日
㈫
ま
で
展
示
し

て
い
ま
す
。（
期
間
中
無
休
）

【開催中】～9月30日㈫　

　テーマ展「武家の祝い－彦根藩の祝賀行事－」

　若い女の面の一つで、
張りのある豊かな頬に笑
みを浮かべた、明るく華
やかな表情の作品。
　作者の是閑吉満は、豊
臣秀吉に「天下一」の号
を許された、桃山時代を
代表する面打です。

常

設

展

示

の

名

品

テ

ー

マ

展

ひこねじょうおもてごてんおもてむきえず
▲彦根城表御殿表向絵図

【展示中】～9月30日㈫  
のう　めん　　  　こ　ひめ

能面　小姫　
　ぜ　かん　よし　みつ

是閑吉満　作

チ
ケ
ッ
ト
発
売
情
報

９

月

の

イ

ベ

ン

ト

自由

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ

彦根藩では、
新年や藩主国入
りなどの吉事に
際し、藩を挙げ
ての祝賀行事を
行っていまし
た。藩主と藩士
の対面、祝儀品
の下賜といった
事例から、武士
社会の祝儀につ
いて明らかにし
ます。

注目の
イベント☞

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

Hikone City Culture Plaza〈H.C.C.P音・楽・月・間〉

指定

9月6日㈯　16：00～　グランドホール
高嶋ちさ子　12人のヴァイオリニスト「COLORS」

　　　　　一　般　4,000円　　高校生以下　2,000円
【発売中】　友の会　3,600円　　高校生以下　1,800円

※当日料金は、それぞれ500円増 ※３歳未満入場不可

9月12日㈮　19：00～　グランドホール
　　　　一　般　7,560円

　　　【発売中】　友の会　7,400円
※当日料金は、それぞれ500円増

※未就学児入場不可

指定

9月14日㈰　16：00～　グランドホール
小曽根  真 featuring No Name Horses

「10th anniversary tour “Road”」
【発売中】　一般6,000円　友の会5,400円 ※未就学児入場不可

指定

11月6日㈭　14：00～　グランドホール
ひこね市民大学特別講座

「歌うこと、演じること、そしていきること」
　講師　倍賞千恵子　　　　
【9月 7日発売】一　般2,000 円　友の会1,800 円

　　　※ひこね市民大学特別講座　セット券有

12月21日㈰  14：00～　グランドホール　
第17回ひこね市民手づくり第九演奏会

　【9月 28日発売】　 1,500 円　当日券2,000 円自由

ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

11月22日㈯14：30～　みずほ文化センター
桂吉弥「彦根亭落語会」in みずほ文化センター

指定

　「古典落語の持つ魅力を多く
の人に伝えよう！」をキャッチ
フレーズに大阪を中心に活躍
中。上方落語をご堪能ください。

一　般　シングル2,800 円
　ペア　　4,400 円

【発売中】
友の会　シングル2,520 円

　ペア　　3,960 円
※未就学児入場不可

　公演日が「いい（１１）夫婦（２２）の日」であることにち
なんでペア券を発売しています。ひこね市文化プラザ
チケットセンター、みずほ文化センターのみの発売です。

日 医 工 presents
葉加瀬太郎

Best Acoustic Tour
“エ ト ピ リ カ”
supported by Iwatani

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

10月29日㈬　19：00～　グランドホール
コンドルズ  「グランドスラム」彦根スペシャル公演

　
　　　　　ダンス、映像、コント。　　　
　　　　　今、最も熱い人気カンパニー
　　　　　“コンドルズ”が、ベスト版で
　　　　　彦根初参上。必見！！
　　　　　　
　　　　　　　　　　　  　

一　般4,500円　
　　　　　　　【発売中】　 友の会4,000 円

　　　　　　　　　　　　
　　　　　※未就学児入場不可

指定

9月の休館日　　1日㈪、8日㈪、16日㈫、22日㈪、29日㈪

　常設展示「“ほんもの”との出会い」
では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来
した名宝を中心に、80点余りを展示
しています。

-常設展示の名品-“ほんもの”

との出会い

URL http://www.city.hikone.shiga.jp/category/6-1-0-0-0.html
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※特に記載のないときは、事前申込みは不要で、費用は無料です。
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自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損
害
に
つ
い

て
は
多
く
の
場
合
、
加
入
を
し
て
い
る
火
災

保
険
な
ど
で
補
償
さ
れ
ま
す
が
、
老
朽
化
に

よ
る
損
害
は
保
険
金
の
支
払
い
対
象
外
で

す
。修

理
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
前
に
、
契
約
を
し

て
い
る
保
険
会
社
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て

く
だ
さ
い
。
当
窓
口
で
も
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

「
保
険
申
請
の
手
続
き
も
し
ま
す
」「
無
料

で
修
理
で
き
ま
す
」
と
誘
わ
れ
て
も
、
す

ぐ
に
契
約
を
す
る
の
は
危
険
で
す
。「
保
険

金
対
象
外
だ
っ
た
の
で
全
額
自
己
負
担
に

な
っ
た
と
修
理
代
金
の
請
求
を
さ
れ
た
」

「
取
り
消
し
を
伝
え
る
と
、
高
額
な
キ
ャ
ン

セ
ル
料
金
を
請
求
さ
れ
た
」
な
ど
、
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ひ
ど
く
壊
れ
た
写

真
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
心
理
的
に
あ
わ
て
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
早
く
修
理

を
し
た
方
が
よ
い
」
と
契
約
を
急
が
さ
れ
て

も
、
ま
ず
は
、
誰
か
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
し
ま
っ
た
」
と
思
っ
た
時
も
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
一
緒
に
解
決
方
法
を
考
え
ま
す
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１

４
４
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４

時
15
分
）

私は彦根市に来る前、さいたま市に住んだこと
があります。そのとき、日本のことを何も知らな
いブラジル人の母とこんな会話をしました。

母「やっぱり、ナターリャが日本に行くと、心配
するものね…」

ナ「え？　どうして？」
母「日本には侍がいるじゃない？　もし侍がナ

ターリャを切ったら…」
ナ「えぇー！？」

笑い話みたいな会話ですが、母はそのことをと
ても真剣に言いました。そのとき、「家族に日本の
ことをちゃんと伝えることができていなかった」
と気付かされました。私は 15 歳のときから日本

語と日本文化を勉強しているのに、母にとっては
日本といえば「侍・寿司・着物」だけだったので
す。つまり、日本に対して固定観念しか持ってい
なかったので、いろいろと誤解をしてしまったよ
うです。

現在、日本でも「国際理解」という言葉が広ま
りつつあると思いますが、その「国際理解」を深
めるためには、どうすればいいでしょうか。

最初に、「考え方を広げる」ことがいちばん大事
だと思います。例えば、どんなに外国について調
べても、その国に対するイメージはなんとなく限
られていることでしょう。でも、固定観念を持つ
よりも、考え方を広げることができたら、「国際理
解」がもっと身近に感じられるようになると思い
ます。

ブラジルについて「サッカー・カーニバル・ア
マゾン」以外に何があるところだろう、イギリス
について「フィッシュアンドチップス・ビートル
ズ・エリザベス女王」以外に何があるところだろ
う、などと考えてみてください。きっと皆さんも
素敵な発見ができると信じています。

　　　　　　【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第3回　「国際理解」って？

ナターリャ
の部屋

第6
8回

「
火
災
保
険
が
使
え
る
」
と
誘
う

　
　

住
宅
修
理
契
約
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　「

火
災
保
険
に
加
入
を
し
て
い
る
か
」
と
突
然
、
電
話
で
聞
か
れ
た
。「
こ
の
前
の
台

風
で
屋
根
が
壊
れ
て
い
る
家
を
事
前
に
見
て
ま
わ
っ
た
。
お
宅
の
屋
根
も
ひ
ど
く
壊
れ

て
い
る
が
、
火
災
保
険
に
加
入
を
し
て
い
る
と

保
険
金
で
修
理
が
で
き
る
の
で
全
く
お
金
は

か
か
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ
た
。

後
日
、
業
者
の
説
明
を
家
で
受
け
た
時
、
実

際
に
傷
ん
だ
屋
根
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。

最
近
は
屋
根
に
上
が
る
こ
と
も
な
く
、
瓦
が
ひ

ど
く
傷
ん
で
い
る
写
真
を
見
て
、
す
ぐ
に
修
理

の
契
約
を
し
た
が
、
本
当
に
火
災
保
険
で
修
理

し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

ふ れ あ い タイム 9月6日㈯
14：00～15：30

ふ れ あ い の 館
（ 八 坂 町 ）

パネルシアターの上映のほか、ふれあい遊びや歌遊びなどを
楽しみます。
対象：幼児（保護者同伴）、小学生
ふれあいの館☎・FAX25-4452

彦根城博物館出張講座

あなたの街の歴史探訪
「高宮地区の歴史」

9月13日㈯
10：00～11：30

博物館学芸員が古代から近代にかけての地域の歴史を紹介
します。
費用：100円　定員：100人（先着順）
彦根城博物館学芸史料課☎22-6100、FAX22-6520

高宮地域文化センター
（ 高 宮 町 ）

滋 賀 の 保 育 所
就 職 フ ェ ア

9月13日㈯
13：00～16：00

県内保育所の保育内容や採用情報、働く保育士の声などを
直接聞くことができます。
対象：学生、一般求職者
一般社団法人滋賀県保育協議会
☎077-525-5203、FAX077-521-2117

ビ バ シ テ ィ 彦 根
2階ビバシティホール
（ 竹 ヶ 鼻 町 ）

タ カ の わ た り
9月23日（火・祝）
9：00～12：00
（集合8：50）

秋に南国へ帰る渡り鳥や、周辺の植物を、佐和山山頂で観
察します。※台風など天候により中止する場合があります。
持ち物：水筒、双眼鏡など　
費用：100円　定員：30人　
申込期限：9月16日㈫
快適環境づくりをすすめる会事務局（　生活環境課内）☎
30-6116、FAX27-0395

集 合 場 所 ：
龍 潭 寺 駐 車 場
（ 古 沢 町 ）

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

9月9日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
2階医療福祉推進ルーム
（市立病院敷地内）

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870
若年性認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを
共有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870

街 中 サ ロ ン 9月10日㈬、同27日㈯
10：00～14：30

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。27日㈯は小野幸弘さん（働き
暮らしコトー支援センター長）と、障害の特性から生活と就労
を語ります。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

第30回
た ん ぽ ぽ ま つ り

9月14日㈰
10：00～15：00

グリーンピアひこね
（ 清 崎 町 ）

チャリティーバザーや、ステージ発表など。
たんぽぽ作業所☎25-2446、FAX28-2424

鳥居本宿の文化財に
親 し も う

9月14日㈰
10：00～16：00

鳥 居 本 町
旧 中 山 道 沿 い

彦根市指定文化財の岩根家住宅、国の登録有形文化財の
答申を受けた寺村家住宅が一部見学できます。
鳥居本お宝発見隊（寺村さん）☎・FAX22-4275

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

9月16日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

滋賀県立大学
COC公募型地域課題
研 究 報 告 会

9月18日㈭
13：00～15：30

大学サテライト・プラザ
アル・プラザ彦根6階
（ 大 東 町 ）

地域づくりに役立てるための研究課題の成果を発表します。
滋賀県立大学地域共生センター (星野さん、北井さん）
☎28-9851、FAX28-0220

ひ こ ね で 朝 市 9月21日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

元気21歩こう会
9月21日㈰

9：00～10：30
（集合9：00）

集 合 場 所 ：
滋賀県立大学南側駐車場
（ 八 坂 町 ）

自然があふれる県立大学の敷地をウォーキングをします。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎24-0816、FAX24-5870　

男女共同参画推進のための
県 民 参 加 の
シ ン ポ ジ ウ ム

9月26日㈮
17：30～19：00

滋 賀 医 科 大 学
（大津市瀬田月輪町）

子育て中の女性医師、看護師の支援をテーマに講演とパネル
ディスカッションを行います。定員：100人
滋賀医科大学男女共同参画推進室☎077-548-3599

ひこねエコマーケット
「 夢 畑 」

9月7日㈰
10：00～14：00

「リユース・リサイクル品」の中から、欲しいもの、掘り出
し物を見つけてください。※雨天中止
　生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

大 手 前 公 園
（ 金 亀 町 ）

松 居 直 和 写 真 展 ～10月24日㈮
8：30～17：30

伊吹山や竹生島など湖北の風景や、地元の祭りを中心に、心
を込めて撮った写真を展示します。
松居さん☎090-1586-0228

高宮駅コミュニティー
セ ン タ ー
ギャラリー・ホール
（ 高 宮 町 ）
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御城下惣
そう

発見
（まち遺産ネットひこね主催）
彦根の魅力は城だけじゃない！江戸時代の古地図

を開くと、今まで気付かなかった城下町の魅力が見
えてきます。まち歩きで城下町の隅々まで惣発見し
てみましょう（※事前申込制）。
日時　9 月 21 日㈰、10 月 18 日㈯、11 月 1 日㈯、

同 15 日㈯（10月18日のみ13：００集合。ほかは10：00
集合。）

費用　500 円
　　　（１回あたり）

定員　30 人（１回あたり）

場所   市内各所
申込・問い合わせ先　
　まち遺産ネットひこね

☎ 090-3465-0910（尾田さん）

彦根城フェス
市民公募イベントが決定

彦根城フェスでは、恒例イベントに加え、新たに実
行委員会の主催イベントや市民公募イベントを実施し
ます。

市民公募イベントには、市民の皆さんから 11 事業
の応募があり、その中から 5 事業が決定いたしました。

今回は、その中の 4 事業をご紹介いたします。（1 事
業は 8 月にプレイベントを行い終了）

模型で巡る日本の名城
（琵琶湖モデラーズクラブ主催）
戦乱に巻き込まれた石田三成の居城・佐和山城は構

造、規模も明らかになっていません。今回は、幻となっ
ている佐和山城を最新の発掘状況に基づいて 300 分
の１のスケールで復元します。また、80 分の 1 のス
ケールの彦根城をはじめ、日本の名城を模型で再現し、
一堂に展示します。
日時　10 月 1 日㈬

～ 11 月 30 日㈰
8：30 ～ 17：00     

（最終入館16：30まで）

費用　無料
場所   開国記念館
（金亀町）

申込・問い合わせ先
　琵琶湖モデラーズクラブ☎ 0749-63-5678　

赤に備えよ！
（赤に備えよ！実行委員会主催）
彦根と戦国サブカルチャーを楽しむことを目的に、

コスプレイベントや声優トークショーなどを行いま
す。「井伊の赤備え」にちなんで、当日「赤い格好」
で参加した人には、「赤備え特典」を用意しています。
日時　11月8日㈯、

同 9 日㈰
費用　無料（コスプ

レ参加の人は、更
衣室使用料として

1,500 円必要）

場所　四番町スク
エア、夢キャッ
スルロード、彦
根城ほか

申込・問い合わせ先　
　赤に備えよ！実行委員会☎ 22-0520（ひこらぼ内）

　

「彦根城のひみつの巻物」で
お城を探検して、彦根小判をもらおう！
（NPO法人小江戸彦根主催）
巻物に記されたお堀や門、櫓天守などの説明を見な

がら、お城の中をめぐってクイズを解いていきます。
お城から下りて城下町に入れば、指定の場所でクイズ
のご褒美に彦根小判がもらえます。
日時　開催中～ 11 月 30 日㈰
対象　小・中学生　
費用　267 円（巻物代）

場所  彦根城域内
その他　巻物の販売、

小判の受け取りは、
戦國丸、夢京橋あか
り館、彦根駅前観光
案内所、彦根観光協
会事務所などで実施しています。

申込・問い合わせ先　NPO 法人小江戸彦根事務局　
☎ 080-1461-4123
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主催 ： 彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
開 国 記 念 館 企 画 展「佐和山城と石田三成」
彦根城博物館テーマ展「武家の祝い‒彦根藩の年中行事‒」
彦根おやこ劇場　第99回例会高学年例会「ねこはしる」
第 28 回 　 み ず え の 会 　 水 彩 画 展
ひこね市文化プラザ　高嶋ちさ子　12人のヴァイオリニスト「COLORS」
彦根おやこ劇場　第99回例会幼児低学年例会「いかりのギョウザ」
写 団 B ＆ W 　 モ ノ ク ロ ー ム 写 真 展
ひこね市文化プラザ　葉加瀬太郎　Best　Acoustic　Tour“エトピリカ”
彦根JOYジュニアオーケストラ　20周年記念コンサート
ひこね市文化プラザ　小曽根真　feat.No  Name  Horses 　Road 10th Anniversary Tour
滋 賀 県 立 大 学 　 第 十 九 回「 淡 海 能 」
第 6 3 回 　 彦 根 市 美 術 展 覧 会
彦 根 城 博 物 館 　 第 48 回 　 彦 根 城 能
全日本写真連盟滋賀県本部　第22回彦根支部写真展
みずほ文化センター和太鼓公演「倭‒YAMATO」

～8月31日㈰
～9月30日㈫
8月30日㈯

9月5日㈮～7日㈰
9月6日㈯
9月6日㈯

9月11日㈭～14日㈰
9月12日㈮
9月13日㈯
9月14日㈰
9月14日㈰

9月15日(月・祝)～21日㈰※16日㈫は休館
9月20日㈯

9月25日㈭～28日㈰
9月28日㈰

8：30～17：00（入館は16：30まで）
8：30～17：00（入館は16：30まで）

18：30（開場18：00）
9：30～16：30（7日は16：00まで）
16：00（開場15：30）
13：45（開場13：30）

10：00～17：00（11日は12：00から、14日は16：00まで）
19：00（開場18：30）

15：00（開場14：00）※14：30からロビーコンサート
16：00（開場15：30）
11：00（開場10：30）
9：30～17：00
16：00（開場15：30）

10：00～17：00（28日は16：00まで）
14：00（開場13：30）

開 国 記 念 館
彦 根 城 博 物 館
文化プラザ・メッセホール
市民会館・ギャラリー
文化プラザ・グランドホール
南 地 区 公 民 館
市 民 会 館・ギャラリー
文化プラザ・グランドホール
文化プラザ・エコーホール
文化プラザ・グランドホール
彦根城博物館・能舞台
文 化 プ ラ ザ
彦 根 城 博 物 館
市民会館・ギャラリー
みずほ文化センター・多目的ホール

無料
有料
会員制
無料
有料
会員制
無料
有料
有料
有料
無料
無料
有料
無料
有料

【9月の行事】

秋の
　文化祭
秋の
　文化祭

▲観世流「杜若」恋之舞
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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9 月は「健康増進普及月間」と
「食生活改善普及運動月間」です

１に運動　２に食事　しっかり禁煙　
最後にクスリ～健康寿命の延伸～　

生活習慣病は、日常生活のあり方と深く関連し
ています。健康の保持・増進のために、運動の習
慣や食生活の改善が重要です。

彦根市では、「ひこね元気計画 21（第 2 次）～
健康増進計画・食育推進計画～」で、毎月 21 日
を「健康づくりの日」、19 日を「食育の日」とし、
さまざまな取り組みを行っています。
「自分の健康は自分で守る」ことを意識し、でき

ることから取り組みましょう。

９月 7 日㈰〜同 13 日㈯  

 救急医療週間

コンビニ受診は控えましょう
軽い症状にもかかわらず、夜間や休日などに救急医

療機関を安易に利用する「コンビニ受診」は、重症患
者の治療に支障をきたすおそれがあります。

救急医療を本当に必要としている人のために「コン
ビニ受診」は控えてください。

日曜日、祝日の急病のとき、まずは彦根休日急病
診療所へ
時間　10：00～19：00（受付は 18：３０まで）

場所　市立病院敷地内（八坂町）くすのきセンター１階
診療科　内科・小児科

☎２２- １１１９

小児救急電話相談
（１５歳以下の子どもの急病に関する相談）
短縮ダイヤル☎♯ 8000
☎ 077-524-7856
相談日時　平日・土曜日１８：００～翌朝８：００
　　　　　（日曜日・祝日は９：００～翌朝８：００）

がん検診をワンコイン（500 円）で受けることができるように
なりました
乳がん検診
対象　市内に住民登録を有する 40 歳以上の人（平成27年3月31日現在）

受付期限　平成27年2月27日㈮
検診項目
◆ 40 ～ 49 歳　 問診、視触診、マンモグラフィ（2 方向）

◆ 50 歳以上　　 問診、視触診、マンモグラフィ（1 方向）

受診方法　検診料（500 円）を持って、 健康推進課、 市民課、支所、各
出張所の窓口で事前に申し込み、受診券を受け取ってください。医療機
関に予約後、受診券を持って受診してください。

子宮頸がん検診
対象　市内に住民登録を有する 20 歳以上の人（平成27年3月31日現在）

受付期限　平成27年3月31日㈫
受診方法　検診料（500 円）を持って、直接医療機関で受診してください。

※子宮頸がん検診は、上の表以外にも滋賀県内の産婦人科医療機関で受診でき
ます。詳しくは、 健康推進課にお問い合わせいただくか彦根市ホームペー
ジをご覧ください。
乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に 1 回の検診です。集団検診を含めて、

平成 25 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日の間に彦根市の乳がん・
子宮頸がん検診を受けた人は、今年度受診できません（ただし、がん検診無
料クーポン券対象者は受診できます）。　

次の人は、
彦根市の検診は受診できません
乳がん・子宮頸がん　
　妊娠中の人、妊娠の疑いの

ある人
乳がん　
　ペースメーカーを入れてい

る人、豊胸手術、形成手術、
水
すい

頭
とう

症
しょう

手術をした人、授乳
中の人

子宮頸がん　
　生理中の人、子宮を全摘出

した人
※しこりや痛み、出血などの自

覚症状のある人、乳房や婦人
科の病気で治療中、経過観察
中の人などは、直接医療機関
にご相談ください。

次の人は、
検診料が無料となります

①検診当日、70 歳以上の人
②一定の障害のある 65 ～

69 歳の後期高齢者医療の
被保険者

③生活保護による被保護世帯
の人

④市県民税非課税世帯の人　
（検診当日に健康診査受診料免
除票が必要です。健康診査受診
料免除票をお持ちでない人は、
検診の 1 週間前までに印鑑を
お持ちのうえ、 健康推進課の
窓口で申請してください。申請
用紙は彦根市ホームページから
ダウンロードできます）

※受診後に、検診料の減免は
できません。

乳がん・子宮頸がん検診（医療機関検診）

医療機関
彦根市立病院 健診センター（八坂町）
豊郷病院（犬上郡豊郷町） 
KKCウエルネスひこね健診クリニック（古沢町）

電話番号
☎22 - 6 0 5 8
☎35 - 3 0 0 1
☎050-3541-2265

予約

要

医療機関（彦根市内）
足立レディースクリニック（佐和町）
神野レディスクリニック（中央町）
神野レディスクリニック アリス（八坂町）
神野レディスクリニック ソフィア（川瀬馬場町）
はやし婦人クリニック（竹ケ鼻町）
彦根市立病院（八坂町）
山下医院（長曽根町）
彦根中央病院（西今町）
KKCウエルネスひこね健診クリニック（古沢町）

電話番号
☎22 - 2 1 5 5
☎22 - 6 2 1 6
☎29 - 9 0 2 5
☎25 - 5 5 6 6
☎26 - 0 5 2 8
☎22 - 6 0 5 0
☎24 - 5 2 9 0
☎23 - 1 2 1 1
☎050-3541-2265

予約

不要

要

▶がん検診無料クーポン券の対象者を拡大しました。該当する人には、すでにがん検診無料クーポン券を発送しています。詳
しい内容については彦根市ホームページを確認ください。なお、平成 26 年 4 月 20 日以降に彦根市に転入された人で、
すでに他市町からがん検診無料クーポン券が送られてきた人は、　 健康推進課までご連絡ください。

日時
実施日
9月25日㈭
9月27日㈯
9月30日㈫
10月  3日㈮

10月  9日㈭

10月10日㈮
10月11日㈯

場　 　所
高宮地域文化センター
くすのきセンター
福 祉 セ ン タ ー
福 祉 セ ン タ ー

ひ こ ね 燦 ぱ れ す

中 地 区 公 民 館
くすのきセンター

受付時間

　9：30～11：00

　9：30～11：00
13：00～14：30
　
9：30～11：00

対象　彦根市に住民登録があり、次の要件に該当する
人（年齢は平成27年3月31日基準）
◆健康診査（問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿検査、

血液検査、内科診察）　　
①昭和 50 年 4 月 1 日～平成 8 年 4 月 1 日生まれ
の人

②昭和 14 年 4 月 2日～昭和 50 年 3 月 31日生ま
れの生活保護受給者（彦根市に住民登録はないが、彦根
市に在住している人を含む）

◆結核健康診断　
　昭和25年3月31日以前に生まれた人
◆肺がん検診　　
　昭和 25 年 4 月 1日～昭和 50 年 3 月 31日生ま

れの人
◆肝炎ウイルス検診
　①　40・45・50・55・60 歳の人で、過去に彦

根市の肝炎ウイルス検診を受けていない人（対象
者には5月下旬に通知しています）

　②　①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過去に彦根
市の肝炎ウイルス検診を受けていない人（検診の 1
週間前までに　健康推進課に電話か FAX で申し込んでく
ださい）

　健診は、健康状態を知る第一歩です。年に 1 回は健
診を受けましょう。

市　民　健　康　診　査
（健康診査・結核健康診断・肺がん検診・肝炎ウイルス検診）

※費用や持ち物、注意事項など詳しくは、広報ひこね
5 月１５日号と同時に配布した「平成 26 年度彦根
市健康診査・がん検診のお知らせ」をご覧ください。



〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577
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表
紙
の
写
真

人口と世帯数
　　　　　　平成26年8 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,597 人  （＋ 37）
　 55,554 人（＋　 6）

57,043 人（＋ 31）
45,225 世帯 （＋  21）

風
水
害
に
備
え
て

　

風
水
害
は
い
ち
ば
ん
身
近
で
、

思
わ
ぬ
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
で

す
。
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
避
難

情
報
を
待
つ
こ
と
な
く
、
自
主
的

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

来
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
京

都
府
や
滋
賀
県
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
昨
年
の
台
風
18
号
の

教
訓
を
も
と
に
、
災
害
発
生
時
に

は
命
を
守
る
最
善
の
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

彦根市総務部危機管理監

辰巳　清

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
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」
世
界
大
会

快
挙　

中
学
生
ペ
ア
が
世
界
第
３
位

７
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
か
れ
た
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト

の
世
界
大
会
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ラ
イ
ト
ウ
エ

イ
ト
プ
ラ
イ
マ
リ
部
門
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し

た
馬
場
竣し

ゅ
ん

平ぺ
い

さ
ん
（
南
中
学
校
３
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・
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真
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）
と
石

橋
尚な

お

之ゆ
き

さ
ん
（
東
中
学
校
３
年
・
同
右
）
の
チ
ー
ム
「
Ｖ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
（
ビ
ク
ト
リ
ー
）」
が
第
３
位
の
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
８
月
14
日
、
市
役
所
へ
結
果
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
部
門
は
、
１
チ
ー
ム
２
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
赤

外
線
を
発
す
る
電
子
ボ
ー
ル
を
追
い
、
ゴ
ー
ル
に
入

れ
て
得
点
を
競
う
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど

の
代
表
計
13
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

市
の
サ
ッ
カ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
講
座
で

学
び
、
チ
ー
ム
を

結
成
し
た
２
人
は

「
自
分
た
ち
の
英

語
が
伝
わ
り
に
く

く
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
代
表
と
対
戦

で
き
、
と
て
も
よ

い
経
験
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
、

さ
ら
に
上
の
ク
ラ

ス
で
世
界
に
挑
戦

し
た
い
で
す
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

由緒ある能舞台で堂々と
「狂言発表会」

８
月
13
日
、
小
学
５
年
生
８
人
が
彦
根

城
博
物
館
で
狂
言
の
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
同
館
が
企
画
し
た
「
キ
ッ
ズ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
一
環
で
、
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
狂
言
師
の
指
導

を
受
け
た
８
人
は
、
７
月
下
旬
か
ら
稽け

い

古こ

に
励
み
ま
し
た
。
披
露
し
た
演
目
は
「
附ぶ

子す

」。子ど
も
た
ち
は
、
独
特
の
言
い
回
し
や
、

扇
を
使
っ
た
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
、
稽
古

で
学
ん
だ
成
果
を
大
き
な
声
で
発
表
し

ま
し
た
。
演
目
を
終
え
て
修
了
証
を
受
け

取
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
無
事
に
演
じ

き
っ
た
安
堵
感
で
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。




